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修士論文要旨
１．はじめに
　本研究は、お笑い劇場（漫才、コント、新喜劇、落語な
どのお笑い専用につくられた劇場、寄席や演芸場を含む）
をテーマとしている。お笑い劇場は、お笑いブームと共に
次々と建設される一方で、2011年には吉本興業の主要な劇
場が閉館し、開館と閉館を繰り返す場当たり的な劇場経営
を行なっている現状がある。また山本１）はお笑い劇場利用
者は他の劇場利用者より「周辺環境」を重要視していると
いう結果を得ている。本研究では、お笑い劇場のあり方に
ついての知見を得るために、①お笑い劇場周辺における鑑
賞前後の利用者行動を分析し周辺環境におけるニーズを把
握する。また、②経験価値マーケティング理論２）を適用し、
閉館となる要因やお笑い劇場として専用化することの効果
を検討する。
２．調査の概要
　お笑い劇場、寄席、多目的ホール、閉館劇場など30の劇
場利用者各20～30名を対象に満足度調査を行なった。調査
項目としては一般的な満足度の項目に加え、鑑賞前後の行
動や鑑賞によって得られる経験価値などを設けている。
３．鑑賞前後の利用者行動に関する分析
　鑑賞前後の行動に関する設問の結果、食事・買い物・散
策・観光など、何らかの行動をする人が全体の80.3％いる
ことが把握された。また、行動しやすさが劇場の再訪意向
にどのように影響を与えているのか、｛各行動のしやすさ｝
→｛余韻や盛り上がり｝→｛また行きたい｝という因果順
序を想定し統計的因果分析を行なったところ図１のような
結果を得た。この結果から、周辺環境の行動しやすさは再
訪意向に影響を与えていることがわかる。
４．経験価値に関する統計的因果分析
　シュミット２）によれば、経験価値は５つの「戦略的経験
価値モジュール」に分類される。各モジュールに該当する
経験価値を表す評価項目を因子分析し整理した上で、
SENSE→FEEL→THINK→RELATE→ACTの因果順序を
想定し統計的因果分析を行なった。図２は得られた因果モ
デルに基づき、劇場種別による差が大きい項目及び因果モ
デルの主要部分を示したものである。
　劇場種別ごとの比較から、吉本の劇場は経験価値への評
価が高く、多くの経験価値を与える劇場であることがわか
る。また、閉館劇場はほとんどの経験価値が評価が低く、多
目的ホールは専用劇場に比べ、主にFEEL「盛り上がり」や
THINK「愛着」を利用者に与えていないことがわかる。因
果モデルからは、FEELの経験価値が多くの経験価値に影
響を与えていることがわかり、お笑い劇場にとってFEEL
は重要な経験価値であると考えられる。
５．まとめ
　お笑い劇場利用者は、お笑い公演を前後の行動との一連
のプロセスで楽しめる環境を求めていると考えられる。
　閉館劇場はお笑い劇場にとって重要なFEEL「盛り上が
り」の効果が低く、利用者に与える経験価値が乏しい劇場
であった。FEEL「盛り上がり」とTHINK「愛着」は、劇
場を専用化することによって利用者に与えることができる
特徴的な価値であることがわかった。
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